
JP 2016-501301 A5 2017.1.12

10

20
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月21日(2016.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　（ａ）（ｉ）４０重量％～９５重量％のエチレンコポリマーエラストマーゴム、なら
びに
（ｉｉａ）５重量％～６０重量％の、１６０℃より高い溶融ピーク温度および約０．８８
ｄＬ／ｇより高い固有粘度を有するポリアミド、または
（ｉｉｂ）５重量％～６０重量％の、１６０℃より高い溶融ピーク温度を有するポリアミ
ド、および有効量の相溶化剤
の１種
から調製され、２００未満のＭｏｏｎｅｙ粘度（ＭＬ　１＋４、１２５℃）を示すポリマ
ーブレンドであって、前記エチレンコポリマーエラストマーゴムおよびポリアミドの重量
％は、エチレンコポリマーエラストマーゴムおよびポリアミドを組み合わせた重量に基づ
いている、ポリマーブレンドと、
　（ｂ）硬化剤と、
　（ｃ）任意に、強化充填剤と
から本質的になるが、ただし、存在するいかなる強化充填剤もプレス硬化後のコンパウン
ドに約２５ポイント未満のＳｈｏｒｅ　Ａ硬度を与えることを条件とする、硬化性ポリア
ミド強化エチレンエラストマーコンパウンド。
【請求項２】
　（ｉ）ポリアミドの溶融ピーク温度より高い温度で混合することによって、エチレンコ
ポリマーエラストマー中に５重量％～６０重量％のポリアミドを分散し、ブレンドを提供
する工程と、
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　（ｉｉ）（ｉｉａ）前記ポリアミドの固有粘度が約０．８８ｄＬ／ｇより高い場合、任
意選択的に相溶化剤を添加する工程、または
　　　　（ｉｉｂ）前記ポリアミドの固有粘度が０．８８ｄＬ／ｇ以下である場合、少な
くとも有効な量の相溶化剤を添加する工程
の１つと、
　（ｉｉｉ）前記ブレンドが約２００未満のＭｏｏｎｅｙ粘度（ＭＬ　１＋４、１２５℃
）を有するように、前記ポリアミドの結晶化ピーク温度未満まで前記ブレンドを冷却する
工程と、
　（ｉｖ）必要に応じて（ｉｉｉ）からの前記ブレンドに同一または異なるエチレンコポ
リマーエラストマーを任意選択的に混合して、約５重量％～６０重量％のポリアミドを含
んでなるブレンドを製造する工程と、
　（ｖ）前記ポリアミドの溶融ピーク温度未満の温度で、約５重量％～６０重量％のポリ
アミドを含んでなる前記ブレンドに硬化剤を添加する工程と、
　（ｖｉ）任意選択的に強化充填剤を添加する工程と
を含んでなる、請求項１に記載の硬化性ポリアミド強化エチレンエラストマーコンパウン
ドの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
【表５】

　本発明は以下の実施の態様を含むものである。
１．　（ａ）（ｉ）４０重量％～９５重量％のエチレンコポリマーエラストマーゴム、な
らびに
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（ｉｉａ）５重量％～６０重量％の、１６０℃より高い溶融ピーク温度および約０．８８
ｄＬ／ｇより高い固有粘度を有するポリアミド、または
（ｉｉｂ）５重量％～６０重量％の、１６０℃より高い溶融ピーク温度を有するポリアミ
ド、および有効量の相溶化剤
の１種
から調製され、２００未満のＭｏｏｎｅｙ粘度（ＭＬ　１＋４、１２５℃）を示すポリマ
ーブレンドであって、前記エチレンコポリマーエラストマーゴムおよびポリアミドの重量
％は、エチレンコポリマーエラストマーゴムおよびポリアミドを組み合わせた重量に基づ
いている、ポリマーブレンドと、
　（ｂ）硬化剤と、
　（ｃ）任意に、強化充填剤と
から本質的になるが、ただし、存在するいかなる強化充填剤もプレス硬化後のコンパウン
ドに約２５ポイント未満のＳｈｏｒｅ　Ａ硬度を与えることを条件とする、硬化性ポリア
ミド強化エチレンエラストマーコンパウンド。
２．　０．５°アークおよび１８０℃の試験条件で１０分間操作して、ＡＳＴＭ　Ｄ５２
８９－０７ａに従って測定した場合、少なくとも２．５ｄＮ－ｍの硬化応答ＭＨ－ＭＬを
有する、前記１に記載の組成物。
３．　強化充填剤が存在し、かつ強化充填剤が、カーボンブラック、水和アルミナ、炭酸
カルシウム、硫酸バリウム、二酸化チタン、カオリン粘土、シリカおよびシリケート鉱物
からなる群から選択される、前記１に記載の組成物。
４．　前記強化充填剤が約１５ポイント未満のＳｈｏｒｅ　Ａ硬度を与える、前記３に記
載の組成物。
５．　前記無機強化充填剤が約１０ポイント未満のＳｈｏｒｅ　Ａ硬度を与える、前記３
に記載の組成物。
６．　約１０重量％～約５０重量％のポリアミドを含んでなる、前記１に記載の組成物。
７．　約２０重量％～約４０重量％のポリアミドを含んでなる、前記１に記載の組成物。
８．　前記ポリアミドが約１．０ｄＬ／ｇより高い固有粘度を有する、前記１に記載の組
成物。
９．　前記ポリアミドが約１．２ｄＬ／ｇより高い固有粘度を有する、前記１に記載の組
成物。
１０．　前記ポリアミドがナイロン６またはナイロン６／６である、前記１に記載の組成
物。
１１．　前記硬化剤がペルオキシド硬化剤である、前記１に記載の組成物。
１２．
　（ｉ）ポリアミドの溶融ピーク温度より高い温度で混合することによって、エチレンコ
ポリマーエラストマー中に５重量％～６０重量％のポリアミドを分散し、ブレンドを提供
する工程と、
　（ｉｉ）（ｉｉａ）前記ポリアミドの固有粘度が約０．８８ｄＬ／ｇより高い場合、任
意選択的に相溶化剤を添加する工程、または
　　　　（ｉｉｂ）前記ポリアミドの固有粘度が０．８８ｄＬ／ｇ以下である場合、少な
くとも有効な量の相溶化剤を添加する工程
の１つと、
　（ｉｉｉ）前記ブレンドが約２００未満のＭｏｏｎｅｙ粘度（ＭＬ　１＋４、１２５℃
）を有するように、前記ポリアミドの結晶化ピーク温度未満まで前記ブレンドを冷却する
工程と、
　（ｉｖ）必要に応じて（ｉｉｉ）からの前記ブレンドに同一または異なるエチレンコポ
リマーエラストマーを任意選択的に混合して、約５重量％～６０重量％のポリアミドを含
んでなるブレンドを製造する工程と、
　（ｖ）前記ポリアミドの溶融ピーク温度未満の温度で、約５重量％～６０重量％のポリ
アミドを含んでなる前記ブレンドに硬化剤を添加する工程と、
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　（ｖｉ）任意選択的に強化充填剤を添加する工程と
を含んでなる、前記１に記載の硬化性ポリアミド強化エチレンエラストマーコンパウンド
の製造方法。
１３．　前記ポリアミドのピーク溶融温度未満の温度で、前記ブレンドを、無機充填剤、
酸化防止剤、加工助剤、可塑剤、ワックス、剥離助剤、酸捕捉剤、着色剤および特性向上
剤(property enhancer)からなる群から選択される添加剤と混合する工程をさらに含んで
なる、前記１２に記載の方法。
１４．　前記ポリアミドがナイロン６またはナイロン６／６である、前記１２に記載の方
法。
１５．　前記硬化剤がペルオキシド硬化剤である、前記１２に記載の方法。
１６．　前記硬化性組成物を所望の物品に成形し、前記組成物を硬化する工程をさらに含
んでなる、前記１２に記載の方法。
１７．　前記成形物品が、ワイヤージャケット、ケーブルジャケット、成形もしくは押出
成形チュービングまたはホース、あるいは成形ブート、ベルト、グロメット、シールおよ
びガスケットからなる群から選択される、前記１６に記載の方法。
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